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ベ
ト
ナ
ム
で
は
近
年
、
地
元
企
業
の

国
際
化
が
加
速
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
で
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
の

企
業
が
国
際
化
で
先
行
し
た
が
、
対
外

投
資
の
新
た
な
主
体
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム

企
業
の
存
在
感
も
高
ま
り
始
め
た
。
ド

イ
モ
イ
（
刷
新
）
政
策
の
開
始
か
ら
三

〇
年
。
海
外
に
商
機
を
求
め
、
躍
動
す

る
地
元
企
業
の
姿
に
、
発
展
す
る
ベ
ト

ナ
ム
経
済
の
今
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

●�

対
内
に
加
え
対
外
も
増
加
ト
レ

ン
ド

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
対
内
直
接
投
資
額
が

順
調
に
増
え
て
い
る
。
国
連
貿
易
開
発

会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
五
年
の
流
入
額
（
国
際
収
支
ベ

ー
ス
、
ネ
ッ
ト
）
は
前
年
比
二
八
％
増

の
約
一
一
八
億
ド
ル
と
四
年
連
続
で
増

加
し
た
。
こ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
は
同

年
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
追
い
抜
き
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぐ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
三
位
の
外
資
流
入
国
に

浮
上
、
世
界
全
体
で
は
二
六
位
と
二
一

年
ぶ
り
に
三
〇
位
以
内
に
食
い
込
ん
だ
。

　

一
方
、
本
稿
が
注
目
す
る
対
外
直
接

投
資
額
も
対
内
に
比
べ
規
模
は
小
さ
い

も
の
の
増
え
て
お
り
、
二
〇
一
二
～
一

五
年
は
年
間
平
均
一
三
億
五
二
〇
〇
万

ド
ル
と
二
〇
〇
八
～
一
一
年
の
同
七
億

一
三
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

二
〇
一
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
直
接

投
資
額
（
一
一
億
ド
ル
）
は
世
界
五
一

位
で
あ
っ
た
。
対
内
に
比
べ
順
位
は
低

い
が
、
そ
の
一
〇
年
前
の
七
八
位
か
ら

大
き
く
上
昇
し
た
。
直
接
投
資
残
高
の

対
外
／
対
内
比
率
は
、
二
〇
〇
五
年
の

わ
ず
か
〇
・
三
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
は

八
・
四
％
に
ま
で
高
ま
っ
た
。

●�

二
〇
〇
八
年
か
ら
増
加
が
顕
著

に
　

ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
直
接
投
資
が
実
際

に
勢
い
づ
い
た
の
は
二
〇
〇
八
年
か
ら

で
あ
る
。
同
国
統
計
総
局
に
よ
る
と
、

こ
の
年
の
対
外
直
接
投
資
認
可
額
は
前

年
比
三
・
二
倍
の
三
一
億
四
八
〇
〇
万

ド
ル
に
急
増
し
、
認
可
件
数
は
初
め
て

年
間
一
〇
〇
件
を
超
え
た
（
図
１
）。

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
を
除
く
と
金
額

は
年
間
一
五
億
～
三
五
億
ド
ル
で
推
移

し
て
い
る
。
直
近
二
年
間
は
金
額
が
減

る
半
面
、
件
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、

一
件
あ
た
り
の
規
模
が
小
さ
く
な
り
つ

つ
も
対
外
投
資
意
欲
は
な
お
盛
ん
だ
。

　

二
〇
〇
八
年
以
降
、
対
外
直
接
投
資

が
急
増
し
た
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
七

年
の
ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
加
盟
が
挙
げ
ら
れ
る
（
参
考
文

献
①
）。
同
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
際
し

国
内
市
場
の
一
層
の
対
外
開
放
を
迫
ら

れ
た
。
こ
の
た
め
地
元
企
業
、
特
に
国

内
市
場
で
支
配
的
な
地
位
に
あ
る
国
有

企
業
が
危
機
感
を
強
め
、
経
営
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
海
外
事
業
に
力
を
入
れ

牛
山 

隆
一

ベ
ト
ナ
ム
、
拡
大
す
る
対
外
直
接
投
資

―
「
新
興
投
資
国
」
と
し
て
高
ま
る
存
在
感
―

だ
し
た
。
二
〇
〇
八
年
は
ベ
ト
ナ
ム
の

対
内
直
接
投
資
額
も
急
増
し
て
い
る
。

世
界
経
済
と
の
統
合
を
象
徴
す
る
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
、
ベ
ト
ナ

ム
の
対
内
外
直
接
投
資
を
促
し
た
格
好

だ
。

●�

主
要
投
資
先
は
ラ
オ
ス
、
カ
ン

ボ
ジ
ア

　

二
〇
一
五
年
末
時
点
の
対
外
直
接
投

資
を
累
計
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
認
可
額

は
一
九
七
億
四
五
〇
〇
万
ド
ル
、
認
可

件
数
は
八
七
三
件
で
、
過
去
五
年
間
で

各
々
一
・
六
倍
、
二
・
二
倍
に
増
え
た
。

特  集
ドイモイ 30 年
―模索するベトナム―

図 1　ベトナムの対外直接投資の推移（フロー、認可ベース）

（出所） ベトナム統計総局のウェブサイトより作成。2016 年 11 月 30 日アクセス。
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投
資
先
は
金
額
、
件
数
と
も
に
一
位
ラ

オ
ス
、
二
位
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
順
で
、
両

隣
接
国
が
金
額
、
件
数
の
双
方
で
合
計

四
割
強
を
占
め
る
（
表
１
）。
こ
の
う

ち
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
投
資
は
二
〇
〇
九

年
か
ら
急
増
し
、
既
に
最
大
の
投
資
先

と
な
っ
て
い
た
ラ
オ
ス
と
合
わ
せ
、
両

国
が
ト
ッ
プ
二
を
占
め
る
今
の
構
図
が

ほ
ぼ
固
ま
っ
た
。

　

認
可
額
で
三
位
以
下
は
ロ
シ
ア
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
ペ
ル
ー
の
順
で
、
こ
れ
ら

の
国
々
へ
の
投
資
は
一
件
あ
た
り
の
金

額
が
比
較
的
大
き
い
。
具
体
的
に
は
ラ

オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
向
け
が
二
〇
〇
〇

万
ド
ル
台
な
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
と
ペ

ル
ー
向
け
は
二
億
ド
ル
台
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
向
け
は
九
億
ド
ル
台
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
向
け
は
一
二
億
ド
ル
台
で
あ
る
。
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
へ
の
投
資
件
数
は
累
計
一

件
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
々
に
対

す
る
一
件
あ
た
り
の
金
額
が
多
い
の
は
、

規
模
が
大
き
な
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

の
案
件
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

●�
注
目
さ
れ
る
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
投

資
　

近
年
の
特
徴
と
し
て
対
ミ
ャ
ン
マ
ー

投
資
の
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
同
国

は
二
〇
一
二
年
に
ベ
ト
ナ
ム
の
主
要
投

資
先
と
し
て
初
登
場
し
、
二
〇
一
五
年

末
の
累
計
認
可
額
で
九
位
の
投
資
先
と

な
っ
て
い
る
。
累
計
認
可
件
数
で
は
四

位
で
、
二
〇
一
二
年
か
ら
の
三
年
間
で

三
六
件
増
え
た
。
こ
れ
は
同
じ
期
間
で

比
べ
る
と
対
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
並
び
最
大

の
増
加
数
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
「
ラ
ス

ト
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
わ
れ
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
ベ
ト
ナ
ム
企
業
が
商
機
の
獲

得
に
熱
心
な
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

実
際
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
大
手
の
Ｆ
Ｐ
Ｔ
が
二
〇
一
五

年
七
月
に
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
免
許
を
取
得
し
た
ほ
か
、
不
動
産
開

発
大
手
の
ホ
ア
ン
・
ア
イ
ン
・
ザ
ー
ラ

イ
（
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｌ
）
も
同
年
末
、
ヤ
ン
ゴ

ン
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
で
構
成
さ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
最

大
規
模
の
複
合
施
設
を
一
部
開
業
し
た
。

二
〇
一
六
年
七
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
投
資

開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｖ
）
が
ミ
ャ
ン
マ

ー
国
内
に
初
の
支
店
を
開
設
。
大
手
通

信
会
社
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
隊
通
信
グ
ル
ー

プ
（
ベ
ト
テ
ル
）
も
携
帯
電
話
事
業
へ

の
参
入
を
予
定
す
る
な
ど
様
々
な
動
き

が
目
白
押
し
だ
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
ベ
ト
ナ
ム
は
対
ミ

ャ
ン
マ
ー
投
資
の
主
体
と
し
て
存
在
感

を
高
め
始
め
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の

統
計
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
の
投

資
は
実
際
に
二
〇
一
二
年
頃
か
ら
急
増
、

二
〇
一
六
年
一
〇
月
末
時
点
の
累
計
投

資
認
可
額
は
約
七
億
ド
ル
と
国
別
順
位

で
一
〇
位
へ
浮
上
し
た
。
因
み
に
ベ
ト

ナ
ム
は
既
に
ラ
オ
ス
で
三
位
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
五
位
（
と
も
に
二
〇
一
四
年
末
、

累
計
認
可
額
）
の
投
資
国
で
あ
る
。

●�
情
報
通
信
も
主
要
な
業
種
に

　

ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
直
接
投
資
の
累
計

認
可
額
を
業
種
別
に
み
る
と
、
二
〇
一

五
年
末
時
点
で
鉱
業
が
シ
ェ
ア
四
五
％

と
最
大
で
、
以
下
、
農
林
漁
業
（
同
一

六
％
）、
電
力
・
ガ
ス
（
同
一
一
％
）

の
順
。
こ
れ
ら
三
業
種
は
二
〇
一
一
年

か
ら
一
貫
し
て
ト
ッ
プ
三
を
占
め
て
い

る
。
一
位
の
鉱
業
に
は
国
営
石
油
会
社

ペ
ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
海
外
で
の
資

源
探
査
・
採
掘
が
含
ま
れ
る
。
同
社
は

ロ
シ
ア
や
ペ
ル
ー
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど

海
外
で
二
〇
近
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
総

額
二
十
数
億
ド
ル
を
投
じ
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
る
。

　

二
位
の
農
林
漁
業
お
よ
び
三
位
の
電

力
・
ガ
ス
は
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
天
然
ゴ
ム
や
コ
ー
ヒ
ー
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
農
園
経
営
や
水
力
発
電
の
開
発

と
い
っ
た
投
資
案
件
が
中
心
だ
。
さ
ら

に
近
年
は
情
報
通
信
が
上
位
業
種
の
一

角
に
食
い
込
ん
で
い
る
こ
と
も
注
目
さ

れ
る
。
二
〇
一
〇
年
末
に
初
登
場
し
て

か
ら
シ
ェ
ア
を
じ
り
じ
り
と
上
げ
て
お

り
、
二
〇
一
五
年
末
の
累
積
認
可
額
で

情
報
通
信
は
四
位
（
シ
ェ
ア
九
％
）
の

業
種
と
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
先
述

の
ベ
ト
テ
ル
が
海
外
事
業
を
積
極
的
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

　

以
下
で
は
、
国
際
化
に
意
欲
的
な
ベ

ト
ナ
ム
企
業
の
事
例
と
し
て
、
ベ
ト
テ

ル
と
、
乳
業
最
大
手
の
ベ
ト
ナ
ム
・
デ

イ
リ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
ビ
ナ
ミ
ル
ク
）、

格
安
航
空
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
ベ
ト
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ア
の
三
社
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し

く
み
て
い
こ
う
。

表 1　ベトナムの対外直接投資額の国別内訳（累計ベース、2015 年末）
国名 金額

（100 万ドル） シェア 件数 シェア 金額 / 件数
（100 万ドル）

ラオス 4,949.1 25% 210 24% 24 
カンボジア 3,483.8 18% 157 18% 22 

ロシア 2,405.2 12% 11 1% 219 
ベネズエラ 1,825.4 9% 2 0% 913 

ペルー 1,336.9 7% 6 1% 223 
アルジェリア 1,261.5 6% 1 0% 1,262 

マレーシア 1,220.5 6% 12 1% 102 
アメリカ 558.3 3% 128 15% 4 

ミャンマー 472.1 2% 41 5% 12 
タンザニア 355.6 2% 3 0% 119 

モザンビーク 345.9 2% 3 0% 115 
カメルーン 231.2 1% 3 0% 77 

シンガポール 230.9 1% 61 7% 4 
ブルンジ 170.0 1% 2 0% 85 

オーストラリア 139.0 1% 16 2% 9 
その他 759.9 4% 217 25% 4 

合計 19,745 100% 873 100% 23 
（出所）ベトナム統計総局のウェブサイトより作成。2016 年 11 月 30 日アクセス。
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●�

「
新
興
多
国
籍
企
業
」
ベ
ト
テ

ル
　

ベ
ト
ナ
ム
国
防
省
傘
下
の
通
信
会
社

で
あ
る
ベ
ト
テ
ル
は
二
〇
〇
七
年
に
海

外
事
業
担
当
の
子
会
社
、
ベ
ト
テ
ル
・

グ
ロ
ー
バ
ル
を
設
立
し
、
二
〇
〇
九
年

に
ま
ず
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
に
進
出

し
た
。
同
社
に
よ
る
と
、
両
国
で
は
現

在
、
と
も
に
市
場
シ
ェ
ア
五
〇
％
程
度

と
業
界
ト
ッ
プ
の
座
を
獲
得
し
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
四
月
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

も
携
帯
事
業
の
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、

地
元
企
業
と
合
弁
会
社
を
設
立
し
通
信

網
構
築
な
ど
に
総
額
一
五
億
ド
ル
を
投

じ
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
携
帯
通
信
市
場

で
は
地
元
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
勢
が
国
境
を
越

え
た
事
業
展
開
に
積
極
的
で
あ
る
。
代

表
例
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
手
通
信
会

社
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
テ

レ
コ
ム（
シ
ン
グ
テ
ル
）

で
、
一
九
九
三
年
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
一
九
九
九
年

タ
イ
、
二
〇
〇
一
年
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
、

各
国
で
一
位
か
二
位
の

地
元
携
帯
通
信
会
社
に

出
資
し
て
き
た
。
マ
レ

ー
シ
ア
の
ア
シ
ア
タ
・

グ
ル
ー
プ
も
一
九
九
八

年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
二

〇
〇
五
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
地
元
企

業
の
経
営
権
を
取
得
、
二
〇
一
三
～
一

四
年
に
そ
れ
ら
を
通
じ
地
元
業
界
大
手

を
買
収
・
合
併
し
、
両
国
で
業
界
二
位

の
座
を
固
め
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ
を
軸
に
域

内
市
場
を
攻
め
る
ベ
ト
テ
ル
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
携
帯
通
信
市
場
の
第
三
勢
力
と

い
え
る
存
在
だ
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
海
外
展
開

に
乗
り
出
し
た
ベ
ト
テ
ル
は
後
発
組
で

あ
る
た
め
、
業
界
地
図
が
ま
だ
固
定
化

さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
場
参
入
の
余
地
が

残
さ
れ
て
い
る
途
上
国
を
重
視
し
て
い

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を
申
請
中
の
東

チ
モ
ー
ル
に
も
二
〇
一
三
年
に
進
出
し
、

業
界
ト
ッ
プ
の
座
を
獲
得
し
た
と
し
て

い
る
。
ハ
イ
チ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
カ

メ
ル
ー
ン
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ル
ン
ジ
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
な
ど
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
に

も
次
々
と
参
入
し
て
お
り
、
海
外
進
出

先
は
一
〇
カ
国
を
超
え
た
。
ベ
ト
テ
ル

は
毎
年
新
た
に
三
カ
国
で
事
業
を
立
ち

上
げ
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
海
外
売
上

高
比
率
を
最
大
三
〇
％
（
二
〇
一
五
年

は
約
一
六
％
）
へ
引
き
上
げ
る
方
針
だ

（
写
真
）。

●�

ビ
ナ
ミ
ル
ク
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

新
工
場

　

ビ
ナ
ミ
ル
ク
は
、
牛
乳
や
粉
ミ
ル
ク
、

コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
を
手
掛
け
る
大
手
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
一
二
月
期
の
売
上
高
は
約

四
〇
兆
ド
ン
（
約
一
八
億
ド
ル
）。
ア

ジ
ア
や
欧
米
、
中
東
な
ど
四
〇
カ
国
超

へ
輸
出
し
、
海
外
売
上
高
比
率
は
約
二

割
を
占
め
る
。
当
面
の
目
標
は
売
上
高

を
三
〇
億
ド
ル
規
模
へ
増
や
し
、
世
界

の
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
上
位
五
〇
社
に
入

る
こ
と
だ
。
地
元
ベ
ト
ナ
ム
で
は
牛
乳

で
五
〇
％
、
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
で
八

〇
％
な
ど
既
に
高
い
シ
ェ
ア
を
獲
得
し

て
い
る
た
め
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は

海
外
部
門
の
拡
大
が
欠
か
せ
な
い
。

　

同
社
の
経
営
は
既
に
海
外
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ

リ
カ
『
フ
ォ
ー
ブ
ス
』
誌
の
「
ア
ジ
ア

の
優
良
大
企
業
五
〇
社
（
二
〇
一
六
年

版
）」
に
初
め
て
選
ば
れ
て
い
る
。
同

リ
ス
ト
は
収
益
力
や
経
営
効
率
、
株
価

動
向
と
い
っ
た
評
価
項
目
を
基
に
作
成

さ
れ
る
も
の
で
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
の
ラ

ン
キ
ン
グ
入
り
は
初
め
て
。
ま
た
、
英

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、ブ
ラ
ン
ド
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
発
表
す
る
「
ベ
ト
ナ

ム
で
最
も
価
値
の
あ
る
五
〇
の
ブ
ラ
ン

ド
（
二
〇
一
六
年
版
）」
で
は
、
ビ
ナ

ミ
ル
ク
が
前
年
に
続
い
て
一
位
に
な
っ

て
い
る
（
因
み
に
二
位
は
ベ
ト
テ
ル
）。

　

ベ
ト
ナ
ム
優
良
企
業
の
代
表
格
と
さ

れ
る
ビ
ナ
ミ
ル
ク
は
海
外
展
開
を
加
速

し
て
い
る
。
最
近
の
動
き
で
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
二
〇
一
六
年
五
月
、
乳
製
品

の
工
場
を
本
格
稼
働
し
た
。
現
地
に
合

弁
会
社
を
設
立
し
、
総
額
二
三
〇
〇
万

ド
ル
を
投
じ
て
開
設
し
た
も
の
だ
。
工

場
は
年
間
一
九
〇
〇
万
リ
ッ
ト
ル
の
牛

乳
、
六
四
〇
〇
万
カ
ッ
プ
分
の
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
八
〇
〇
〇
万
缶
分
の
コ
ン
デ
ン

ス
ミ
ル
ク
の
生
産
能
力
を
有
す
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
初
の
乳
製
品
工
場
と
い
わ
れ
、

ビ
ナ
ミ
ル
ク
は
現
地
市
場
で
一
五
％
の

シ
ェ
ア
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　

既
に
二
〇
一
一
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
同
国
乳
業
大
手
ミ
ラ
カ
社
の
株

式
約
二
割
を
取
得
し
、
初
の
海
外
生
産

拠
点
と
な
る
粉
ミ
ル
ク
工
場
を
稼
働
し

た
。
二
〇
一
四
年
に
は
牛
乳
や
バ
タ
ー

の
生
産
・
販
売
を
手
掛
け
る
ア
メ
リ
カ
・

ド
リ
フ
ト
ウ
ッ
ド
・
デ
イ
リ
ー
社
の
株

ベトテルがカンボジアで展開する「metfone｣ ブラ
ンドの店舗（プノンペン国際空港内、筆者撮影）
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式
七
割
を
取
得
、
二
〇
一
六
年
に
残
り

三
割
も
獲
得
し
、
完
全
子
会
社
と
し
た
。

二
〇
一
四
年
に
は
現
地
の
販
売
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
も
子

会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

●�

躍
進
続
く
ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ア

　

ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ア
は
二
〇
一
一
年

末
に
国
内
線
に
参
入
し
た
民
間
の
Ｌ
Ｃ

Ｃ
で
あ
る
。
豪
州
シ
ド
ニ
ー
に
本
拠
を

置
く
研
究
機
関
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
航
空

セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
と
、

開
業
後
四
年
目
の
二
〇
一
五
年
末
、
同

社
の
国
内
線
シ
ェ
ア
は
四
〇
％
（
座
席

数
ベ
ー
ス
）
に
達
し
、
国
営
ベ
ト
ナ
ム

航
空
に
肉
薄
。
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で

に
シ
ェ
ア
は
さ
ら
に
四
五
％
に
ま
で
上

昇
し
、
同
航
空
（
四
二
％
）
を
抜
き
去

っ
た
と
さ
れ
る
。
数
年
前
ま
で
「
ベ
ト

ナ
ム
航
空
市
場=

ベ
ト
ナ
ム
航
空
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
ベ

ト
ジ
ェ
ッ
ト
の
躍
進
で
業
界
地
図
は
大

き
く
塗
り
替
わ
っ
た
。

　

ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ア
の
二
〇
一
五
年

の
乗
客
数
は
前
年
比
約
七
割
増
の
約
一

〇
〇
〇
万
人
で
、
二
〇
一
六
年
は
一
五

〇
〇
万
人
へ
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
の
調
べ
で
は
、
二
〇
一
五
年

末
の
同
社
の
週
間
運
航
能
力
（
国
内
・

国
際
線
の
合
計
）
は
約
二
六
万
席
と
一

年
間
で
約
七
割
増
え
た
。
こ
の
増
加
率

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
航
空
会
社
の
な
か

で
は
タ
イ
・
ラ
イ
オ
ン
エ
ア
に
次
い
で

二
番
目
に
大
き
い
数
字
だ
。

　

急
成
長
を
続
け
る
ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ア
で
あ
る
が
、
経
営
の
中
心
は
運
航
能

力
の
九
割
超
を
占
め
る
国
内
線
で
、
今

後
は
国
際
線
の
増
強
が
必
要
と
な
る
。

国
際
線
は
二
〇
一
三
年
に
ホ
ー
チ
ミ
ン

―
バ
ン
コ
ク
に
初
就
航
し
て
以
降
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
線
、
ヤ
ン
ゴ
ン
線
、
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
線
な
ど
を
追
加
し
て
き

た
。
二
〇
一
六
年
末
の
国
際
路
線
数
は

一
四
と
一
年
前
に
比
べ
倍
増
す
る
見
込

み
で
あ
る
。
同
年
九
月
か
ら
タ
イ
現
地

法
人
の
タ
イ
・
ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト
が
国
内

線
の
運
航
を
始
め
て
お
り
、
今
後
は
タ

イ
発
着
の
国
際
線
も
拡
充
し
て
い
く
。

　

国
際
線
の
拡
張
を
念
頭
に
、
ベ
ト
ジ

ェ
ッ
ト
エ
ア
は
欧
州
エ
ア
バ
ス
に
一
二

六
機
、
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ー
イ
ン
グ
に
一

〇
〇
機
の
航
空
機
を
発
注
済
み
で
あ
る
。

保
有
機
数
は
二
〇
一
五
年
末
の
約
三
〇

機
か
ら
二
〇
二
一
年
に
一
〇
〇
機
以
上

へ
増
え
る
と
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
予
想
し
て
い

る
。
二
〇
二
一
年
は
創
業
一
〇
年
目
に

当
た
る
年
。
ア
ジ
ア
最
大
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
、

エ
ア
ア
ジ
ア
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
の
保
有

機
数
が
一
〇
〇
機
を
超
え
た
の
は
創
業

一
一
年
目
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ジ
ェ
ッ
ト

の
増
加
ペ
ー
ス
は
そ
れ
を
上
回
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

国
際
展
開
に
力
を
注
ぐ
ベ
ト
ナ
ム
企

業
三
社
を
取
り
上
げ
た
が
、
ほ
か
に
も

日
本
も
含
む
一
九
カ
国
に
拠
点
を
設
置

し
、
総
従
業
員
二
万
七
〇
〇
〇
人
を
数

え
る
Ｉ
Ｔ
大
手
の
Ｆ
Ｐ
Ｔ
、
ロ
シ
ア
で

総
額
二
七
億
ド
ル
の
牛
乳
生
産
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
乗
り
出
す
乳
業
大
手
、
Ｔ
Ｈ

ト
ゥ
ル
ー
ミ
ル
ク
、
農
産
物
や
不
動
産

な
ど
対
ラ
オ
ス
投
資
で
は
ベ
ト
ナ
ム
企

業
最
大
規
模
の
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｌ
、
地
元
企
業

の
進
出
に
対
応
す
る
た
め
近
隣
諸
国
で

拠
点
強
化
に
取
り
組
む
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｖ
や
ベ

ト
ナ
ム
工
商
銀
行（
ベ
ト
イ
ン
バ
ン
ク
）

な
ど
大
手
銀
行
の
動
き
も
注
目
さ
れ
る
。

●�

更
な
る
国
際
化
の
進
展
へ

　

ベ
ト
ナ
ム
企
業
の
対
外
直
接
投
資
が

本
格
化
し
た
二
〇
〇
八
年
を
起
点
と
す

れ
ば
、
そ
の
歴
史
は
実
質
的
に
一
〇
年

に
満
た
ず
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
段

階
と
い
え
る
。
海
外
経
験
が
乏
し
い
企

業
が
少
な
く
な
く
、
対
外
投
資
を
手
掛

け
る
主
要
企
業
の
な
か
に
は
収
益
見
通

し
が
狂
い
、
債
務
負
担
に
苦
し
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

だ
が
、
ド
イ
モ
イ
開
始
か
ら
三
〇
年

が
経
過
し
た
現
在
、
外
資
の
受
け
入
れ

を
原
動
力
に
発
展
し
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム

が
、
対
外
投
資
の
主
体
と
し
て
の
顔
も

持
ち
始
め
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
変
化

で
あ
ろ
う
。
特
に
ベ
ト
テ
ル
の
よ
う
な

ベ
ト
ナ
ム
発
の
「
新
興
多
国
籍
企
業
」

の
出
現
は
、
国
際
化
が
進
む
同
国
経
済

の
新
た
な
見
所
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

直
接
投
資
残
高
の
対
外
／
対
内
比
率

（
二
〇
一
五
年
）
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
一

一
六
％
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
六
四
％
、
タ

イ
三
九
％
で
、
こ
れ
ら
主
要
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
の
数
値
は
い
ず
れ
も
ベ
ト
ナ
ム

（
八
・
四
％
）
を
大
き
く
上
回
る
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
タ
イ
の
同
比
率
は
一

〇
年
前
の
二
〇
〇
五
年
に
は
今
の
ベ
ト

ナ
ム
と
全
く
同
じ
八
・
四
％
で
あ
っ
た
。

経
済
成
長
に
と
も
な
い
、
資
金
力
や
技

術
力
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
海

外
展
開
力
を
高
め
る
ベ
ト
ナ
ム
企
業
が

今
後
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
対
外

経
済
連
携
の
動
き
も
背
景
に
、
ベ
ト
ナ

ム
は
対
外
投
資
国
と
し
て
の
側
面
を
更

に
強
め
る
公
算
が
大
き
い
。

（
う
し
や
ま　

り
ゅ
う
い
ち
／
日
本
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）
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